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そそそそめめめめつつつつぐぐぐぐ

染染染染次次次次ささささんんんんはははは、、、、どどどどううううししししてててて
ははははっっっっちちちちょょょょうううう

八八八八 丁丁丁丁みみみみそそそそ
ししししょょょょくくくくににににんんんん

職職職職 人人人人ににににななななっっっったたたたののののでででですすすすかかかか。。。。
つつつつぎぎぎぎ

次次次次のののの
ななななかかかか

中中中中かかかからららら
ほほほほんんんんぶぶぶぶんんんん

本本本本文文文文のののの
なななないいいいよよよようううう

内内内内容容容容とととと
ああああ

合合合合っっっってててて

いいいいるるるるももももののののをををを
ええええらららら

選選選選びびびびななななささささいいいい。。。。

Ａ）　
まえ

前に
つと

勤めていたパン
せいぞう

製造
がいしゃ

会社をクビになったから。

Ｂ）　
まいあさ

毎朝、
かなら

必ず
か ぞ く

家族でみそ
しる

汁を
た

食べるほど、みそが
す

好きだったから。

Ｃ）　
でんとう

伝統の
あじ

味の
せ か い

世界で
はたら

働きたいと
おも

思ったから。

Ｄ）　
ちからしごと

力仕事に
じ し ん

自信があったから。
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だだだだ いいいい ����

第第第第４４４４
だだだだんんんんららららくくくく

段段段段落落落落、、、、「「「「
めめめめ

目目目目いいいいっっっっぱぱぱぱいいいい」」」」のののの
つつつつかかかか

使使使使いいいい
かかかかたたたた

方方方方ととととししししてててて、、、、
たたたただだだだ

正正正正ししししくくくくなななないいいいももももののののをををを
つつつつぎぎぎぎ

次次次次のののの
ななななかかかか

中中中中かかかからららら
ええええらららら

選選選選びびびびななななささささいいいい。。。。

Ａ）　「
め

目いっぱい、まけときましたから、
やす

安いですよ。」

Ｂ）　１
まんねんまえ

万年前には
め

目いっぱいの
むし

虫がいた。

Ｃ）　外がうるさくて聞こえなかったので、テレビのボリュームを目いっぱいあげた。

Ｄ）　よく
み

見えなかったので、
め

目いっぱい
め

目を
み ひ ら

見開いた。

３３３３．．．．
つつつつぎぎぎぎ

次次次次のののの
ぶぶぶぶんんんん

文文文文のののの
ななななかかかか

中中中中でででで、、、、
ほほほほんんんんぶぶぶぶんんんん

本本本本文文文文のののの
なななないいいいよよよようううう

内内内内容容容容とととと
ちちちちがががが

違違違違ううううももももののののははははどどどどれれれれかかかか、、、、
ええええらららら

選選選選びびびびななななささささいいいい。。。。

Ａ）　
いし

石
づ

積みはとても
つか

疲れる
さぎょう

作業だが、うまく
つ

積めた
とき

時には、たとえ
つか

疲れを
かん

感じたとしても、それは
き も

気持

ちいい
つか

疲れである。

Ｂ）　
だい� �

第７
だんらく

段落、「まだ
いし

石の
かお

顔がわからない」とは、
いし

石の
とくちょう

特 徴を
しゅんじ

瞬時に
はんだん

判断して、
てきせつ

適切な
ば し ょ

場所に
つ

積んで



いくことができないという
い み

意味である。

Ｃ）　
いし

石
づ �

積みの
さぎょう

作業は、
たん

単に
いし

石を
つ

積んでいけばいいのではなく、いろいろな
じょうけん

条 件を
こうりょ

考慮して
つ

積まなけ

ればならないので
むずか

難しい。

Ｄ）　
そめつぐ

染次さんは
じ ぶ ん

自分が
つく

作ったみその
あじ

味に
じ し ん

自信を
も

持っているが、その
あじ

味を
じ せ だ い

次世代へ
つた

伝えていくことに

は
じ し ん

自信がない。


